
中温化アスファルト混合物（低炭素アスファルト混合物）

中温化アスファルト混合物

私たちの身近にある通常の舗装材料は、加熱アスファルト混合物と呼
ばれるもので、その名の通り、アスファルトと骨材を加熱混合して製
造します。
中温化アスファルト混合物とは、品質を確保したまま、加熱混合時の
温度を30℃程度低減した加熱アスファルト混合物です。

ミデアミックス（V）

ミデアミックス（V）の
メカニズム

中温化アスファルト混合物「ミデアミック
ス(V)」は、中温化剤を添加することによ
り、通常よりも約30℃程度以上温度を低
減しても所定の品質を確保することが可
能となるものです。
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滑性効果

粘弾性改善剤の効果により、混合・
施工時の骨材間の滑性効果を発揮
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ミデアミックス（V）の特長

※アスファルトローリー車に中温化剤を投入することにより、プレミックスバインダと
　しての取扱いが可能となります。

プラントミックス，プレミックス双方の使用が可能※

寒冷期の施工性改善目的（品質確保），温度低減（混合物の
製造温度をおよそ30℃程度以上低減）への適用が可能

７時間程度の混合物のサイロ貯蔵が可能
（混合物種別や温度条件で異なる）

ポーラスアスファルト混合物への適用も可能

寒冷期施工への対応
（ロードシミュレータによる実証実験）

寒冷期における品値確保を目的とした実物大の試験施工では、外気温4～
6℃の条件下で、混合物の温度が低下した場合でも、所定の品質を確保
していることを確認しています。

急速施工への対応

限られた制限時間内での打換えを想定した早期交通開放の実証実験で
は、通常よりも50℃温度低減させた混合物を適用することにより、141
分の短縮効果があることを確認しています。

【適用事例】
・大粒径混合物（30） ：改質Ⅱ型As
・施　工　厚 ：12cm
・外　気　温 ：20℃
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交通開放温度 141min

舗
装
体
温
度
（
℃
）

経過時間（min）

175

150

125

100

75

50

25

0
0 60 120 180 240 300 360 420

交通開放時間の短縮効果
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施工状況

項目

輪荷重

トラバース

走行輪数

走行速度

設定条件

49kN

なし

500輪

5km/hr

舗設直後の輪荷重走行試験の様子と試験条件
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